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	「2011年度予算に係る職場改善要求」を14日、総務課長に提出しました。

当初は、道本部統一の新年度予算闘争に合わせ１月に要求書提出で進めていましたが、17日の予算入力期限に合わせて取り組むべきとの意見をいただき、急きょ日程を前倒ししました。総務課長には短期間での対応を求めることになってしまい、申し訳なかったのですが、要求書を受け取っていただきました。
職場改善要求は次のとおり
１．グループ・担当の配置人員に関すること

2010年度中の退職者等の減員は６名で、2011年４月の新規採用は６名で同数ですが、この間、時間外業務の多かったグループ・担当の実態を踏まえ、意見等を聴取の上、現有人員では2011年度も業務繁忙が改善されないと見込まれる場合は、当該のグループ・担当に臨時職員を配置すること。

２．職場環境に関すること

(1) 庁舎内における執務に支障をきたさない室温を保持すること。

①夏季：扇風機の設置を増やすこと。

夜間のため、窓に虫除けの網戸を設置すること。

　②冬季：日中の暖房の温度を適温に保つこと。

夜間の補助暖房機器（灯油、ガス、電気）を増やすこと。

窓に断熱シートを張ること。
(2) 執務用のイスを新しいものに更新すること。
高さが調整できないもの、動くときに不快音のするものなど不具合のあるイスが増えている。
	
	
	(3) 公用車を計画的に更新すること。

走行距離が２０万ｋｍを越えている車両は早期に更新をすべき。

(4) 公用車は、全車両のタイヤを点検し、劣化に応じて適正な更新をすること。

スタッドレスタイヤを履きつぶすため夏季も装着している車両があるが、片減りが激しく雨天時の走行に支障をきたすもの、側面に変形がみられ走行時に振動がするものがある。　　　　　　　　【次号へつづく】
































































































































































【道本部ＨＰ／単組組合員専用ページより】


②雇い止めの不安常に


自治労くしろ児童厚生員ユニオンの田中委員長が職場で子どもに向き合っている写真が大きく掲載されている。　　　　　　　　　


単組の2010年度定期総会では、新たな組合加入者や職場要求書を作成し、釧路市役所ユニオンとともに労使交渉に臨んでいる取り組みが報告されている。


嘱託職員のみならず、いわゆる非正規労働者の雇い止め、更新回数の上限設定はどこの自治体職場にとっても大きな壁になっている。正規職員の配置を求めることが第一ではあるものの、目の前で一緒に働く非正規職員の雇用期間や労働条件を改善することは待ったなしだ。�　正規職員中心の自治労単組の皆さん、まずは執行部の学習会から始めましょう。





2010年12月7日　


組織拡大オルグ吉田雅人





裏面に12月7日の「道新」記事を掲載




































































津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


